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　日本三景の一つであり，優れた景勝地として広く人々

に親しまれている松島湾は，近年の周辺地域の都市化の

進展による生活排水流入その他の汚濁要因の増加に伴い，

また地形的に閉鎖性海域であることにより水質が悪化し，

水産業や観光事業等への影響が危惧されてきている。平

成５年度に土木・農政・水産・畜産など関係機関の連携の

もと，実現性・経済性・効果の即効性等を考慮しつつ松島

湾の水質を改善させ，併せて水産動物の生活環境保全・維

持などを図るための方策を検討し，「松島湾リフレッシュ

マスタープラン」が策定された。マスタープラン目標値は，

①COD（７５％値）が２．０㎎／�（湾内平均）３．０㎎／�（湾奥部），

②T－N（年平均値）が０．３０㎎／�，③T－P（年平均値）が

０．３０㎎／�，④透明度（視覚的にきれいな水質）とされた。

　平成１３年度は，干潟における水質浄化効果の検証を目

的として調査を実施することにした。そこで，松島湾内

の干潟における物質循環（窒素，燐等の動向）を把握し，

松島湾全体の水質浄化効果に与える影響について検証す

るとともに，干潟のあり方，今後の整備の方向性につい

て検討するため，浚渫，覆砂事業が終了した松島湾内の

櫃ヶ浦を対象に平成１２年度に引き続いて調査を行ったの

で，概要を報告する。
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　　　夏期調査　平成１３年９月１７日から１８日まで

　　　冬期調査　平成１４年３月７日から８日まで

�������　櫃ヶ浦（図１のとおり）
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　　①自動採水装置（ISCO社製MODEL－２１００改良型）

による連続採水調査（図１中１～３）

　　　夏期は１時間毎に採水，冬期は１．５時間ごとに採水。
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　本県では松島湾の水質汚濁の防止と改善を進めるため平成２年度から松島湾リフレッシュ事業計画が開始され，松

島リフレッシュマスタ－プランに基づき，湾全体の海域環境を総合的，計画的，長期的に改善して松島湾の再生を目

指しているところである。この事業の一環として平成５年度から１５年計画で松島湾リフレッシュ事業環境改善効果評

価調査を実施している。浚渫及び覆砂事業を実施完了した干潟の一つである松島湾櫃ヶ浦（ひつぎがうら）干潟につ

いて，１２年度の報告１）に引き続いて１３年度も調査を行ったので報告する。

＊１　現　仙南・仙塩広域水道事務所

＊２　現環境対策課　　＊３　国際航業㈱
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　　②スポット採水調査

　　　（夏期は図１中４～５及び７，冬期は４）

　　③鉛直分布調査（図１中１～５及び７。夏期のみ）

　　　多項目水質計（堀場製U－２１型）　　　　　

　　④流速計による流況調査

　　　（流速計は，自動採水機と同じ場所に設置）　

　　⑤流入河川負荷調査（図１中Ｒ１及びＲ２）　　　
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　　①室内分析項目：pH，SS，COD，D－COD，T－N，

D－T－N，T－P，D－T－P，NH４－N，NO２－N，

NO３－N，PO４－P，クロロフィル－ａ，フェオフィ

チン－ａ，Cl－ ，DO（スポット，流入負荷）

　　②現場調査項目：気温，透視度，透明度

　　　多項目水質計：水温，濁度，DO，塩分
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　調査地点で水温，DO，塩分，濁度を測定した。１２年

度の夏期調査結果では調査結果をみると，水温及び塩分

は上下層間の差は少なく，DOは下層にいくほど低く，

濁度は逆に高くなる傾向が見られた。１３年度は濁度が高

く，全体的に上下の差が少なかった。冬期調査では１２年

度は水温及び塩分は上下の差が少ない傾向を示したが，

DOは下層では高く，濁度は各地点でデータのばらつき

が多く異なった傾向を示した。
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　１２年度１３年度の夏期及び冬期の連続調査では変化は少

なく安定していた。
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　１２年度と１３年度の夏期の連続調査結果では，１３年度の

方が台風の影響による巻き上げにより高くなっていた。

冬期も１３年度は３月に調査したため風の影響による巻き

上げにより高くなっていた。
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　１２年度及び１３年度の連続調査結果では，１３年度の夏期

は台風の影響による巻き上げがあったにもかかわらず前

年とほとんど変化がなかった。冬期において同様の傾向

が見られた。

������������������������������������

　１３年度の夏期の連続調査結果では，T－N，D－T－N，

はそれぞれ１２年度の約２倍程度の結果など高い数値を示

していた。また，NO２－N，NO３－N及びNH４－Nは，夏

期では前年度の４～５倍の数値を示していた。

　これは台風の影響による巻き上げが要因と考えられた。

冬期は比較的変化が少なかった。
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　１３年度の夏期の連続調査結果では，T－P及びD－T－

Pでは１．５倍から２倍の結果を示していた。冬期は，変

化がなくほとんど同様な結果だった。
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　クロロフィル－ａの１３年度の夏期調査結果は前年の

１．５～２倍程度の数値となっており巻き上げによる影響

と考えられた。フェオフィチン－ａの夏期調査結果は前

年とほとんど同じだった。
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　１２年度の夏期調査結果では，潮汐，時間による大きな

変化はなく，数値的に１８０００㎎／�前後で安定していたが，

１３年度は約１４５００㎎／�で低くなっていた。これは台風に

よる降雨の影響によるものと考えられた。冬期調査では

１２年度は約２００００㎎／�前後で，１３年度は約１８０００㎎／�で

季節的変動を考慮するとほとんど変化がなかった。
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　流入水は，雨の際の自然水の流入が大部分を占め晴天

時はほとんど流れていない状況であった。１３年度は調査

前に台風がたびたび発生したためその影響による雨水の

流入が多かったと考えられた。水質はD－T－N，D－T－P，

NO3－N，PO4－Pそれぞれ日によって傾向が異なった。
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　１３年度夏期調査結果では，１２年度に比べると台風によ

る影響でT－N，NH4－N，NO2－N及びNO3－Nが大きく

変化していた。しかし，pH，COD及びD－COD，T－P

はほとんど変化がなかった。クロロフィル－ａは，やや

上昇が見られたがフェオフィチン－ａはあまり変化がな

かった。
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　夏期と冬期では夏期の数値の変動が大きく冬期は変動

が少なく安定した数値となっていた。安定していた１２年

度の夏期のデータから分析結果及び流向流速結果をもと

に収支計算を実施した。計算は干潟区域を一つのボック

スと考え図２の簡易計算式を用いて行った。
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　水質浄化効果と他の干潟における浄化効果はを比較す

ると表１のとおりとなった。
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　COD，N，Pの櫃ヶ浦への物質収支をみると，櫃ヶ浦

の浄化能として他の干潟「港湾における干潟との共生マ

ニュアル」によると同程度の値を示しており特にSSで

は一色干潟よりは少ないものの水質改善効果が見られた。

一方N，Pでは有機体窒素・燐の除去効果が見られ，逆

に無機態窒素・燐が増加する結果が見られた。また他と

の比較では一色干潟よりも小さい値となっているが，干

潟実験施設での値と同程度の値を示していた。これらの

結果は干潟での物質沈降や生物等による浄化効果と推定

される。
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　干潟は稚魚の育成場等の種々の重要な機能を有してい

るが，その中の一つに浄化能力があり，今回の調査では

干潟の水質浄化効果を示す結果が得られた。
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１）　小山孝昭他：松島湾櫃ヶ浦干潟調査宮城県保健環境

センター年報，１９，１３１～１３５（２００１）

２）　運輸省港湾局編集�港湾空間高度化センター港湾・

海域環境研究所：港湾における干潟との共生マニュア

ル

千潟実験施設盤洲千潟一色千潟伊勢湾櫃ヶ浦
単　位項目 （細川他）（中田・畑）（佐々木）林（本調査結果）

（実験・６月）（シミュレーション・１月）（現地調査・７月）（現地調査）（現地調査・８月）
－－－０．２～０．４０．３２（２潮汐）（�/�/潮汐）COD

１１８３．２－６２３８．２－４０９０．０８

（�/�/day）

SS
６．１－９．８１７７．６－３．０４ON
０．１－－１１９．３－－９．７IN
－０．５－３２．１－５．０１OP
－０．３－－４０．２－－３．１５IP
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１３．９．１７～１８１２．８．２８～２９調査月日
№２№２採水地点

最　小最　大平　均最　小最　大平　均
７．７７７．９７．８７７．７８７．８８７．８４pH
２．５８３．７８３．０５２．８４４．３３．３９�／�COD
１．７９２．５２．１５２．２５２．８９２．６６�／�D－COD
１１．３２７．３１６．６５５．５２４．５１０．７�／�SS
１４４００１５２００１４５５４１７３００１８７００１７９９２�／�cl－
１．４８．７３．２４０．８７２．０８１．２８��／�chl－a
２．０２５．０８３．７２１．５４．６５２．５５��／�phe－a
０．５５３４０．７３７５０．６０４５０．２９３２０．３８５１０．３４６０�／�T－N
０．４７０６０．５７５３０．５３２８０．２０５６０．３６２８０．２９３０�／�D－T－N
０．０５８５０．０７９０．０６６７０．０５２５０．０７１０．０５９９�／�T－P
０．０４３２０．０５７７０．０５０８０．０４１２０．０６１０．０４７１�／�D－T－P
０．１４３４０．２０９２０．１７３９０．００８２０．１２９４０．０７７９�／�NH４－N
０．０１４５０．０１７２０．０１６２０．００２９０．００５８０．００４６�／�NO２－N
０．１５８８０．１９３９０．１７９２＜０．０００１０．００７５０．００１５�／�NO３－N
０．０４１９０．０５４１０．０４８５０．０２１７０．０４５４０．０３２７�／�PO４－P

１４．３．１８～１９１２．２．７～８調査月日
№２№２採水地点

最　小最　大平　均最　小最　大平　均
８．１７８．２９８．２４８．１８８．２２８．２０pH
１．８５３．１６２．３４１．８２３．４７２．１９�／�COD
１．３７２．１１１．８１１．４３３．１３１．８８�／�D－COD
３１２．６６．１１１３．３２．３６�／�SS

１７８００１８４００１８０７９１８３００２１６００２０１２１�／�cl－
－－－０．３０．５５０．４１��／�chl－a
－－－０．４６０．６７０．５７��／�phe－a

０．１７０６０．２５９００．１９７５０．１４２９０．３２４１０．１７３５�／�T－N
０．１３３３０．１８８００．１５６３０．１２６１０．１９１３０．１３７６�／�D－T－N
０．００４１０．０１９１０．０１０４０．００９６０．０１９６０．０１３５�／�T－P
０．００２００．０１３９０．００５８０．００５９０．０１２４０．００８９�／�D－T－P
０．００２７０．０２７００．０１１４０．０１０１０．０３５８０．０１６３�／�NH４－N
０．００１１０．００２１０．００１５０．００１３０．００１９０．００１５�／�NO２－N
０．０００６０．００５１０．００２６０．００８０．０１６４０．０１０４�／�NO３－N
０．００５５０．００９９０．００７３０．００２０．００４６０．００３２�／�PO４－P


